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１．研究成果の概要 

これまでと同様に、つながり力（コラボレーション力）、水平思考を呼び起こす遊び心について、企業でな

く商店街に焦点をあてて研究した。商店街の個店は、基本的には個人事業が大半である。近年では大型スーパ

ー、ショッピングモールの台頭で、都市部の商店街もその大半は衰退の一途をたどっている。 

そのような商店街にどうしたら活気を取り戻せるか。墨田区では行政や各種地元団体、中小企業診断士など

様々な人たちがアイディアを持ち寄り、イベント等を開催している。 

私たちのゼミでは、若い人たちの初期キャリアを考えていく上で、これからは主体性をもった 1 人ひとりが

なおかつ他者とつながることが大事だということを様々な事例から学んでいるが、それを学び実践する場とし

て、毎年、東向島橘銀座商店街（通称、キラキラ橘商店街）の活性化イベントに参加してきた。 

今年も「つまみ食いウォーク」（3 月、11 月）「キラキラ de ハロウィン」（10 月）に参加。毎回、課題とし

て上がっていた「混雑する狭い商店街を自転車走行する人たちへ、どうしたら降りて通行してくれるのか」と

いう問題に、これまでの聴覚情報の提供だけではなく、それと連動した視覚情報を新たに組み入れることで改

善されないかという問いをもって取り組んだ。イベント開催中に、自転車走行の調査を行ったところ、かなり

改善されることが分った。 

つながり力（コラボレーション力）を事例として学ぶだけではなく、実践することでその大切さを立証する

ことができた。 
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